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編集後記

５月のちょっと変わった記念日
　（私の独断で選んだ、ちょっと変わった記念日をご紹介します）

Ｄ: どかんと　
Ｍ: 儲けようよ♪

平成２９年５月発行
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    　すぐに役立つ３６６日記念日事典　創元社刊より
この本は、雑談や「販促キャンペーンをしたいけど、キャンペーンを
する理由がない」時など、ネタに困っている時に活用できますよ。

【他人様の知恵  ×  あなたの知恵】をグツグツ煮込んで、” とろ～りとろける美味しい ビジネスアイデア・スープ” の出来上がり♪
 鈴木ＤＭライター事務所が「これはッ！」とオススメするビジネス書 ＆ 時々おまけ の  情報紙

最近、こんなものがちょっとした人気だそうで・・・
　毎週木曜７時。
　毎日放送（４ｃｈ）で『プレバト』という番組があります。

　この番組は、俳句、料理の盛り付け、生け花など、
ゲストの芸能人に実際に作品を作ってもらい、一流のプロに
「才能あり」「凡人」　「才能なし」　と査定してもらう番組です。

　私、けっこうこの番組が好きなのです。

　特に俳句。
　俳句は５・７・５の、ほんのわずか１７文字。
　” 才能あり” に査定された作品を見るといつも思います。
　そのわずか１７文字の中に、“詠み手” が感じた情景を、
“読み手” の心に鮮明にありありと映像として思い起こさせる。
　俳句は、素晴らしい言葉の芸術だと、この番組を見る度に
つくづく感じます。とはいうものの・・（編集後記で）

　俳句のお話しはこれくらいにしておいて・・

　４月６日の放送では、【一筆箋】が取り上げられました。

　
　一筆箋は、今は大型雑貨店で特集コーナーが設けられる
ほど人気が出ているそうです。

　ゲストの書いた一筆箋を査定するのは、以前、オススメの本で
紹介した一般社団法人手紙文化振興協会のむらかみかずこ氏。

　

　この放送での【一筆箋】のテーマは、お世話になった方への
贈り物に沿える感謝の文章でした。
　贈り物に沿える場合は、ありきたりな定型文ではなく、
感謝の想いを、” あなたの言葉” で伝えるのがポイントとのこと
でした。

　もちろん、一筆箋は、このような贈り物に沿える他にも、
ビジネスでも使えます。
　例えば、領収書や請求書、納品書、見積書、契約書などの
書類を先方に送る時など。
　そんな無味乾燥な、味気のない書類に一言でいいのです。
　一筆箋に、手書きで感謝の言葉を添えてみるのです。

　もちろんビジネスですので、贈り物に沿える言葉のように、
難しく考えなくてもいいのです。定型文で構いません。

　「今まで、書類を受け取った時、そんな一筆箋なんて同封
されていたことなどないよ」。

　それなら、なおさらチャンスです。
　一筆箋は、先方との距離を一歩近づける最高のツールに
なるのではないでしょうか。

確かに、俳句は素晴らしい言葉の芸術です。
とはいうものの、私は芸術向きの人間ではありません。
この番組を見ていたら、俳句は「ホント難しそう」・・・なので。
ですので、同じ５・７・５を使ったものでは川柳があるのですが、
私は川柳の方が楽しめます。（もちろん読む側で）
毎年発表される「サラリーマン川柳」が好きなのです。
これ、結構笑わせてくれますよ。

むらかみかずこ氏の本
『できる大人の” 一筆添える” 技術』
　一筆箋からハガキまで、文例からペン選び
まで” 一筆添える” ためのノウハウ満載。
　この写真は単行本ですが、最近文庫化
されているようです。
　文庫化されるということは、やはり
メール全盛の今の時代、こういった手書きの
ノウハウが見直されているのです。
　なお、他にも著書多数あります。

一筆箋とは、こんな短冊形の便箋です。
縦約８．５センチ　幅約１８センチ
これは横書き用。もちろん縦書き用も
あります。

　「あ、あのことか」と思い出した方もいらっしゃるのでは。

（カバー捨ててます。）

５月９日　アイスクリームの日　・・ああ、食べたい・・
１８６９（明治２）年のこの日、横浜・馬車通りにあった「氷水屋」で
町田房蔵が日本で初めてアイスクリーム（当時の名称は「あいすくりん」）
を販売したとされることから、日本アイスクリーム協会が制定。

５月１０日　ファイトの日　・・・今日もファイト！一発！
１９６２（昭和３７）年に日本で初めてのドリンク剤「リボビタンＤ」が発売
されてから２０１２年で５０周年を迎えることを機に製造発売元の大正製薬
株式会社が制定。日付は５と１０でリボビタンＤの合言葉「ファイト！一発！」
の「ファイト」と読む語呂合わせから。


